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１ 発達・教育支援センター『エール』の概要 
  

設置目的 

日野市発達・教育支援センター「エール」は、０歳から１８歳までの子どもの発達面や

行動面、学校生活面において支援を必要とする子ども及び子どもの育ちについて不安のあ

る家族に対し、福祉と教育が一体となった相談及び支援を行うことにより、子どもの健や

かな成長を図ることを目的に、平成 26年に設置されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉と教育が一体となった切れ目のない総合支援 

福祉 

〇専門指導 

〇トレーニング 

〇通園事業 

（児童発達支援事業） 

〇一時預かり事業 

           他 

教育 
〇特別支援教育 

〇就学・進学相談 

〇入級・転学相談 

   他 

     

■発達・教育支援システムにて情報管理 

■福祉と教育の専門家による総合支援 

■市内保育園・幼稚園・小中学校と発達・教育支援システムにて、

個別の支援計画（かしのきシート）を作成・管理 

発達・教育支援センター『エール』の仕組み 

総
合
相
談 
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組織・人員図 

＊令和 6年 4月 1日時点 

≪正規職員≫ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

※令和 3年 4月より、発達・教育支援課は、健康福祉部から子ども部へ移管になりました。 

 

≪会計年度任用職員≫ 

職種 人数 

特別支援教育総合 

コーディネーター 
                １ 

心理士  ９ 

言語聴覚士                 ２ 

作業療法士                 ４ 

保育士、児童指導員 ２６ 

就学相談員                 ４ 

保健師(産休代替)                 １ 

看護師                 １ 

バス添乗・給食配膳                 ３ 

事務員                 ２ 

スクールソーシャル

ワーカー 
                ４ 

＊その他 

  嘱託医、スーパーバイザー（医師、大学教授他） 

  巡回心理士、学校派遣心理士 等 

  

子ども部・教育部の併任 

センター長 

（兼務） 

子ども部長 

〈発達・教育支援係〉 

 係長(1)  事務職(2) 

指導主事(1) 公認心理士(主査)(1) 

保健師(3) 再任用保健師(1) 

SSW(3) 保育士(1) 

〈通園係〉 

課長補佐(1) 保育士（6） 

課

長

補

佐 

課 

 

 

長 
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２ 活動報告（令和 5年 4月 1 日～令和 6 年 3 月 31日） 

 

エール利用数 

エール内で実施している各種相談・支援事業を利用した児童・生徒数 

 

■利用者数                                      

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

利用者実数(人) １，６１３ １，４４７ １，７１４ ２，０５４ ２，０８９ 

前年度比 18.0% ▲10.3% 18.5% 19.8% 1.7% 

 

■利用数の年齢別内訳                                （人） 

 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

０～３歳 ４２０ ３４４ ３９４ ３９９ ５０４ 

４～５歳 ３７５ ３３７ ４０７ ４４９ ４５８ 

小学生 ６３５ ５３４ ６８３ ８６４ ８１０ 

中学生 １４９ １７８ ２０５ ２６８ ２５４ 

高校生 ３４ ５４ ２５ ７１ ６１ 

不明・その他 ０ ０ ０ ３ ２ 

 

 

 

相談事業 

（１）初回相談（エール総合相談窓口） 

保健師、社会福祉士、精神保健福祉士、保育士等が初回の電話相談に対応し、子どもにとって適

切な相談・支援へつなげるコーディネートを行う。 

 

■相談人数                                        

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

利用者実数(人) ５６０ ５３２ ４７８ ７００ ６５６ 

前年度比 14.5% ▲5.0% ▲10.2% 46.4% ▲6.2% 

※初回相談には、1歳 6か月児健診、3歳児健診からエールにつながった１２６人を含む。 
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（２）一般相談 

家族が抱える悩みや心配事などを気軽に相談できる窓口として、保健師が対応している。相談は

面接だけではなく家庭訪問、電話相談の方法もとり、家庭支援も視野に幅広く柔軟な支援に取り組

んでいる。 

 

■相談件数                                     （件） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

面接 １５９ １６３ １３６ １３２ ９３ 

訪問 ５１ ３９ １７ ４６ １９ 

電話 ― １５９ １８５ ２０４ １８０ 

 

 

（３）心理相談 

 詳細な子どもの状況を把握するための心理士による相談。発達面や情緒面でのアセスメントをお

こない、適切な支援へつないでいる。 

 

■来所相談人数                                   （人） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

初回実人数 ３７６ ４０６ ４４７ ３５２ ４１９ 

相談実数 ９１４ ９４６ １１０６ ９８６ １，０５３ 

相談延回数 

  （回） 
２，７１９ ３，２６９ ３，４０４ ３，０５１ ３，３２２ 

 

■年齢別相談人数                                  （人） 

相談種別 幼児相談 教育相談 
合計 

年齢 就学前 小学生 中学生 高校生 

本年度初回実数 ２４４ １２９ ４３ ３ ４１９ 

相談者実数 ５３１ ３７２ １１６ ３４ １，０５３ 

 

（４）学校派遣心理士 

東京都のスクールカウンセラー派遣事業を補完するために配置している。学校にて児童、保護者

の面接や、エールでの心理相談を受けている児童の学校での観察等を実施している。 

  

  〇派遣校   小学校１７校  中学校５校 
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（５）発達・知能検査     

 

 子どもの発達面や所属園・校での適応状況を詳しくアセスメントするため、発達・知能検査を実

施している。エールの相談において心理士が必要性を判断し実施するほか、学校での巡回相談やエー

ル学校派遣心理士の判断により、対象となる子どもにとって必要な検査を行っている。 

発達・知能検査は子どもの理解や支援方法の検討に加え、特別支援教室入級や転学にも必要な資

料となっている。 

 

■検査件数                                     （件） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

エール検査 ２４０ ２７６ ３０６ ２９３ ２６４ 

学校検査 １５０ １１４ １１９ １３８ １４３ 

学校派遣 

心理士検査 
６４ ３７ ６５ ８３ １０７ 

総実施数 ４５４ ４２７ ４９０ ５１４ ５１４ 

※検査種別…ＷＩＳＣ－Ⅳ、田中ビネー 

 

 

（６）言語相談   

 言語聴覚士によることばの相談。言語面についてアセスメントをおこない、適切な支援へつない 

でいる。 

 

■来所相談人数 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

本年度初回実数（人） １２４ １００ １２２ １３４ １００ 

相談延回数（回） １９３ １５４ １７６ １５７ １３６ 

 

 

（７）医療相談   

児童精神の専門医が医療的見地から見立てを行い、医療機関への受診の必要性等を判断している。 

 

■相談人数 

 令和元年度 令 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施回数 

（回） 

幼児 ２０ １９ ２３ 
２５ ２７ 

学童・思春期 １２ ０ ３ 

初回相談者 

実数(人) 

幼児 ２２ １８ ４０ ２７ ３７ 

学童・思春期 １７ ０ ８ ２７ ２３ 

延相談者数

(人) 

幼児 ６７ ５３ ５７ ２７ ４１ 

学童・思春期 ２０ ０ ８ ３１ ２４ 

※令和 4年度より幼児、学童思春期の日を分けずに実施。 
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（８）障害児相談 

 「児童福祉法」に規定する障害児相談、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律」に規定する計画相談支援を実施。 

 

■障害児談実人数                                  （人） 

年度 令和元年 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

相談実数 ２６ ２７ ３１ ３０ ３０ 

 

 

（９）巡回相談   

 心理士等専門家が市内の保育園、幼稚園、小・中学校、学童クラブを定期的に巡回し、施設の職

員や保護者の相談に応じている。 

   

■相談状況 

施設名 施設数 巡回数（回） 個別相談者数（人） 

保育園 ５０ １４９ ２８ 

幼稚園 １３ ３９ - 

学童クラブ ２９ ５８ ３４ 

小学校 １７ ５５ ‐ 

中学校 ８ ２５ ‐ 

※１施設 年間３回（概ね学期に１回）。学童クラブのみ年２回と個別相談を実施。 

 

（１０）子どものこころ電話相談 

いじめや学校のことなどの悩みについて、子ども本人や保護者から匿名による相談も受けている。 

■相談件数                                     （件） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

相談件数 １３ ４ １０ １５ １９ 

※エールの初回相談の内容については除いて集計 

 

■相談内容内訳 

主訴内容 就学前 
小１ 

～３ 

小４ 

～６ 
中学生 高校生 その他 

合計 

（件数） 

不登校（登校しぶり） ０ １ １ ０ ０ ０ ２ 

いじめ ０ １ ２ １ ０ ０ ４ 

心因性の症状 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

その他 ４ ２ ３ ３ １ ０ １３ 

合  計 ４ ４ ６ ４ １ ０ １９ 
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（１１）就学相談 

小学校や中学校に就学・進学する子どもの発達の状態、課題の種類や程度など、子どもの特性に

応じて適切な学校・学級はどこなのかを相談する。就学相談委員会では、医師や有識者等のそれぞ

れの専門家が、行動観察や面談等を行い適切な就学先の提案をしていく。 

 

■相談件数                                     （人） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

利用者実数 ２３５ １９２ ２３６ ２７８ ２６８ 

 

■就学相談委員会                          （人） 

相談会参加者数 
就学児童 進学児童 合計 

１１１ ９０ ２０１ 

 

■就学相談委員会参加内訳                              （人） 

開催日 就学園児 進学児童 開催日 就学園児 進学児童 

7月 10日 ４ - 12月 18日 ２４ ２０ 

9月 11日 １４ １７ 
1月 25日 

（臨時会） 
- １ 

10月 16日 ２１ １３ 
3月 14日 

（臨時会） 
- １ 

11月 27日 ４８ ３８    

 

 

（１２）入級・入室・転学相談 

 小・中学校に在籍中の児童・生徒の抱えている課題や課題の種類・程度など子どもの特性を考慮

しながら、適切な学級等はどこなのかを相談する。入室・入級・転学相談会では、臨床心理士や教

育関係者等が行動観察等を行い、児童・生徒に合った適切な学級等を提案していく。 

 

■相談人数                                     （人） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

利用者実数 ８７ ８７ ４８ ７８ ８６ 

※学校における特別支援教室の入室相談を除いた件数。 

 

■入級・入室・転学検討会                       （人） 

学校種別 小学校 中学校 合計 

相談会対象者数 ２１２ ４２ ２５４ 
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■入級・入室・転学検討会参加内訳                             （人） 

開催日 入室入級相談 転学相談 開催日 入室入級相談 転学相談 

6月 16日 ４１ - 11月 6日 ３４ ４ 

8月 2日 ３２ ２ 1月 22日 ３７ ２４ 

9月 28日 ２１ - 2月 16日 ５５ １ 

※言語通級指導学級希望の就学児を含む 

※中学校における転学検討会は随時開催。転学相談 3人を実施。 

 

（１３）スクールソーシャルワーカー（SSW） 

 学校等からの依頼によりスクールソーシャルワーカーを派遣することで、不登校等の課題を抱え

た児童・生徒を取り巻く環境へ働き掛けを行い、福祉関係機関等とのネットワークも活用して学校

の支援体制の充実と課題解決への対応を図っている。 

■対応件数                                    （件） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

学校種別 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 

学校数 １７ ８ １７ ８ １７ ８ １７ ８ １７ ８ 

対応件数 ４７ ６２ ５９ ６０ ６９ ７９ ７３ ６０ ６６ ７８ 

相談のみ

件数 
８８ ４３ ６９ ３８ ４４ ５３ ３７ ２０ ４８ ３１ 

面接件数 １，９６５ １，６８７ １，２４４ １，０７１ １，５３６ 

電話相談 ２，３７９ ３，１２０ ２，５７６ １，５１８ １，５１１ 

訪問件数 １，４１５ １，１９８ ７９３ ６０５ ５７３ 

 

■居場所支援事業 

〇ひょっこり 

学校やわかば教室へ行っていない各 SSW 担当の児童生徒を集め、交流の場として開催している。

集団や同世代との対人関係にブランクのある児童生徒が再度社会のネットワークへ参入していける

よう、遊びのプログラムや声掛けを工夫している。 

〇にっこり 

ひょっこりの発展型として開催した展示会。SSW 担当の児童生徒が作成したイラストや写真などを

エール内で展示。来所者や職員に向けて開放し「いいねシール」をつけて児童生徒へ返却することで、

自己効力感の向上を図った。 

◆実施回数                                       （回） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

ひょっこり ３ ７ １３ ９ ９ 

にっこり  １ １ １ １ １ 
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支援事業 

（１）通園事業   

児童福祉法に基づく児童発達支援事業として通園事業「きぼう」を実施。 

就学前の子どもを対象に、集団生活の中で遊びや体験をとおして、生活習慣の基礎を作り社会性

を身につける支援を行っている。保護者参加日も設け、保護者支援も実施している。 

 

■通園クラス、人数 

クラス名 クラス数 利用者実数（人） 

３歳児～５歳児クラス（定員 35） ５ ２９ 

併行クラス ４，５歳児 ３ ９ 

※２歳児クラスはＲ元年度で終了 

 

■主な行事 

行事 内容 実施状況 

心理士との懇談会 心理士を交えての保護者懇談会（年４回） 実施 

夏のお楽しみ会 季節の行事に親しむ会 実施 

療育参加日 休日に保護者が参観・参加できる日 ３回実施 

運動会 子ども・保護者が参加した運動会 実施 

秋の遠足 立川昭和記念公園へ保護者参加の遠足 雨天のため中止 

動物ふれあい訪問 リトルホースとのふれあい体験 実施 

冬のおたのしみ会 季節の行事に親しむ会 実施 

きぼうランド 職員が設定したコーナー遊びを楽しむ行事 実施 

生活発表会（4，5歳児） 保護者が、園生活の発表等を参観する日 実施 

 

（２）保育所等訪問支援事業 

児童福祉法に基づく障害児通所支援の一類型として実施。訪問支援員が保育園等を訪問し、集団

生活への適応のための専門的な支援を実施。（令和２年４月開始） 

■事業利用者数 

年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

利用実数 ５人 ６人 １０人 １１人 
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（３）幼児親子グループ 

 乳幼児健診や心理相談等から、ことばの遅れや行動面等で心配のある子どもを対象に、親子で参

加する遊びのグループを実施。 

 

■参加人数等  

対象年齢 実施グループ数 参加者実数（人） 参加者延数（人） 

１歳７か月～２歳１か月 ２ ４５ １５０ 

概ね２歳 ２ ４４ ２４７ 

 

（４）個別専門指導    

 言語指導では、言語聴覚士が発音や言葉の遅れ、吃音についての指導を行っている（年少～年長）。

身体・活動指導では、作業療法士が主に身体の動かし方や、コミュニケーションの取り方、遊びに

ついて指導を行っている（年少～小学校 2年）。 

 

■指導人数                                   （人） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

言語指導実数 ８６ ９９ １６１ １５１ １４６ 

言語指導延数 ３１５ ５２６ ８８８ ７９２ ７４８ 

身体・活動指導実数 ２５４ ２５７ ２７３ ２９７ ３１１ 

身体・活動指導延数 １，８２９ １，６８１ １，８８４ １，４７３ １，４４８ 

 

（５）集団指導、トレーニング   

 初期療育グループは２歳・３歳児を対象に、かるがもとひよこグループに分かれ、かるがもは 

幼稚園就園前に少人数で親子で活動している。ひよこは発達がゆっくりな子どもを対象に親子で 

活動するが、令和 5年度はひよこグループの活動は無かった。 

ライフスキルトレーニングでは、対人関係や集団行動が苦手な中・高生が社会の中で必要なスキ

ルを学んでいる。ペアレントトレーニングでは、保護者が子どもへの関わり方をグループで学んで

いる。 

  

■参加人数等                               

事業名 コース数 参加者実数(人) 参加延数（人） 

初期療育グループ（2・3歳児対象） ４ ３３ ２７６ 

幼児スキルトレーニング（年長児） ３ ２５ １３８ 

ライフスキルトレーニング(高校生) ３ ３ ５４ 

ペアレントトレーニング ３ １１ ５５ 

ペアレントトレーニングフォロー １ ２ ２ 
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地域支援事業 

（１）保護者交流事業   

保護者同士が支え合える仲間づくりを目的に交流事業を実施している。エール内には親の会など

が利用できる交流室を設置している。 

 

■主な事業 

事業 内容 実施回数 

各種交流の会 
各種グループやトレーニングに参加された 

方の同窓会や保護者会 
１ 

交流室貸出 保護者同士で集まる際に部屋を提供 ６ 

 

 

 

（２）一時預かり事業 

 障害や発達に遅れや偏りがある子どもの一時預かりを実施。対象児は 2歳から就学前までが対象。 

利用の際には事前の登録が必要になる。 

 

■利用人数                                    （人） 

 

 

 

（３）講演会   

   発達障害に関する理解及び啓発のため、市民向けの講演会を開催。 

 

開催日 テーマ 講師 参加人数（人） 

１１月２０日 
発達障害ある児の思春期

について 

 塩川 宏郷 氏 

実践女子大学教授・医師 

会場（エール）４４ 

オンライン  ４１ 

計      ８５ 

 

 

 

 

 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

利用実数 ８１ ８２ ９２ ７７ ８３ 

利用延数 ６３０ ６５３ １，００８ ９０９ ７０３ 
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（４）セミナー   

   発達障害に関する理解及び啓発のため、少人数で講師と近い距離間での市民向けのセミナーを 

開催。 

 

開催日 テーマ 講師 参加人数（人） 

６月１２日 発達障害とは 

 塩川 宏郷 氏 

実践女子大学教授・医師 

１１ 

７月３１日 
自閉症スペクトラムの 

理解と対応 
１２ 

８月２８日 
注意欠如・多動症の 

理解と対応 
１５ 

１０月２日 
発達障害と薬物療法、発

達障害医療最新情報 
１２ 
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その他 

（１）かしのきシート 

 ０～１８歳までの支援内容を切れ目なくつなぐ仕組みである。 

幼児期から保育園、幼稚園、小・中学校での様子や支援を受けた内容を、就学・進学先に引き継

いでいくことにより、一貫した切れ目のない支援を実現する。小・中学校では、個別の教育支援計

画をかしのきシートに統合し、福祉と教育が一体化した仕組みを作っている。 

 かしのきシートを作成、保管をするために、発達・教育支援システムを構築し、市内の保育園、

幼稚園、小・中学校が、シートの作成や参照をおこなっている。現在７６拠点（R5.4.1 現在）がシ

ステムで接続している。 

 

■シート作成者数                                 （人） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

作成者数 １，９２３ ２，２３０ ２，４６２ ２，９０５ ３，２２９ 

内

訳 

未就学児 ２７７ ２６２ ２９７ ３３６ ３０５ 

小学生 １，０７６ １，２１６ １，３５５ １，４３４ １，５７２ 

中学生 ３９９ ４４８ ４６４ ５３４ ５８４ 

高校生以上 １７１ ３０４ ３４６ ６０１ ７６８ 

 

■引き継ぎ数  

引継ぎ先 引継ぎ数（人） 備考 

保育園・幼稚園 ８  

学童クラブ ６６  

放課後等デイサービス ３１  

小学校等（5歳児就学支援シート） ２５０ かしのきシート 150 就学支援シート 100 

中学校等（小 6進学支援シート） ２０６ かしのきシート 197 進学支援シート 9 

高等学校等（中学 3年生） １３０ 
＊高等学校への引継ぎは、中学校及び保

護者からの引継ぎを含む 

大学、専門学校等（高校 3年生） ０  
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（２）発達支援関係機関連携協議会   

 発達支援に関する幼稚園や保育園、小・中学校、地域の代表者など関係機関を招集し、相互の機

能や役割、子どもの発達や支援に関する情報を共有するために実施している。 

 

会議種別 日程 議題 

全体会議 ７月１１日（火） R４年活動報告、その他発達支援に関する意見 

 

（３）施設の使用（貸出） 

地域コミュニティ室と会議室を一般開放（有料）。サークル活動を主として地域交流の場として活

用されている。 

 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

貸出回数（回） １９１ １２４ １６９ １７８ １５４ 

利用者延数（人） １，６７６ ９１６ １，８３９ １，６０３ １２８５ 

 

 

（４）視察 

 福祉と教育が一体化した仕組みについて、全国の自治体、議会から視察を受けた。また、日野市の特

別支援教育について、全国の自治体の教育委員会、学校から、エールと市内小・中学校に視察に来た。 

■視察件数                                       （件） 

年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

エール視察 ３６ ０ ３ １５ １７ 

特別支援教育 １７ ０ １ ０ ２ 

 

（５）保健師出前授業「ＳＯＳの出し方に関する教育」 

 市内の小・中学校より依頼を受け、保健師が不安や悩み、ストレスへの対処法の出前授業を行う。

小学校高学年、中学生が対象。 

 

学校種別 小学校 中学校 合計 

実施数（校） ２ ２ ４ 

参加者数（人） ２２０ ３４２ ５６２ 
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（６）特別支援教育 

 特別支援教育とは、幼児・児童・生徒の自立や社会参加に向けて、一人一人の教育的なニーズを

把握し、生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うことで

ある。特別支援学級に在籍している児童、生徒だけでなく、通常の学級に在籍し、発達障害等の課

題のある児童・生徒に対してもその能力や可能性を伸ばしていく特別支援教育を推進しており、主

要な教育施策として取り組んでいる。 

 

■市内の特別支援学級の設置状況（令和６年４月） 

①固定学級 

 ・教育活動全般において特別な支援を必要とする児童・生徒を対象として設置される学級。 

 

在籍児童・生徒数                                 （人） 

種別 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

小学校 
知的 １４６ １６５ １５６ １４０ １３８ 

自閉症・情緒    １１ ２１ 

中学校 
知的 ６２ ６４ ６５ ７８ ８１ 

自閉症・情緒 ４４ ５２ ５５ ５６ ６０ 

 

 

②通級指導学級 

 ・通常の学級に在籍している特別な支援を必要とする児童・生徒に対して、1週間のうち一定の時 

間に児童・生徒個々のニーズに応じた指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

小 学 校 中 学 校 

【知的障害】６学級 

・日野第一小学校 （さくら組） 

・日野第三小学校 （ひばり学級） 

・平山小学校   （わかくさ学級） 

・日野第八小学校 （たちばな学級） 

・滝合小学校   （かわせみ学級） 

・七生緑小学校  （あおぞら学級） 

 

【自閉症・情緒障害】１学級 

・東光寺小学校  （つぐみ学級） 

 

【病弱】１学級 

・日野第五小学校：市立病院内（さやか学級） 

【知的障害】３学級 

・七生中学校  （６組） 

・大坂上中学校 （１０組） 

・平山中学校  （７組） 

 

【自閉症・情緒障害】２学級 

・日野第二中学校（１組） 

・日野第三中学校（８組） 

小学校【言語障害・難聴１学級、言語障害１学級】 

【言語障害・難聴】 

・南平小学校   （せせらぎ学級）【難聴学級併設】 

・日野第三小学校 （たんぽぽ学級） 



- 17 - 

 

利用児童数                                    （人） 

種別 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

小学校 
言語 １０１ ６８ ７３ ８６ ８７ 

難聴 ５ ５ ６ ４ ６ 

 

 

③ステップ教室（特別支援教室） 

 ・通常の学級に在籍している発達障害（高機能自閉症、アスペルガー症候群、注意欠陥多動性障害、 

学習障害等）の生徒に対して 1週間のうち一定の時間に児童・生徒個々のニーズに応じた指導を行 

う。小・中学校全校に設置 

 

利用児童・生徒数                                  （人） 

   年度 

学校 
令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

小学校 ４２３ ５３３ ５２４ ５６４ ５５４ 

中学校 ７２ １１６ １２０ １２３ １３１ 

 

 

■通常の学級での取り組み 

 

○リソースルーム 

 リソースルームは、通常の学級に在籍し、特定の教科学習に困難を示している児童・生徒に対し、

個別の補充指導等による学習支援を行う部屋である。 

 

利用児童・生徒数                                  （人） 

   年度 

学校 
令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

小学校 ３２４ ３０９ ３３０ ３２７ ３４４ 

中学校 １１２ １３５ １２６ １２２ １１８ 

 

○ひのスタンダード 

 ひのスタンダードは、通常の学級で行う特別支援教育の在り方を示すもの。発達障害等の有無に

関わらず全ての児童・生徒がわかる授業など、ユニバーサルデザインを追求する考え方であり、環

境の整え方、授業・指導の工夫や在り方、個別支援の方法等を研究している。 
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３ 令和５年度のエールの活動を振り返って 

＜令和５年度 新たに実施したこと＞ 

 ■医療的ケア児への対応 

近年、学校に在籍する医療的ケア児数は年々増加するとともに、人工呼吸器による呼吸管理等

を必要とする医療的ケア児が学校に通うことになるなど、医療的ケア児を取り巻く環境が変わり

つつあります。令和３年９月には「医療的ケア児及びその家族に対する支援の法律」が施行され

ました。この法律では地方公共団体は、医療的ケア児に対して教育を行う体制の拡充等を図るこ

とが求められています。これらの状況から、学校における医療的ケアの体制整備に取り組む必要

があります。 

令和５年度は学校が安全・安心に医療的ケア児の受入れができるようにするため、教育、医

療、保健、福祉などの関係機関で構成する会議体を構築し、学校における医療的ケアへの対応

の在り方を示したガイドラインを作成しました。 

 

■合理的配慮検討委員会の実施 

  第６次日野市特別支援教育推進計画に基づき令和５年度より合理的配慮検討委員会を設置しまし

た。７月５日及び１１月１５日に委員会を開催し、市内小・中学校で行われている合理的配慮の具

体的事例等について検討を行いました。また委員会で話合われた内容を学校現場と共有するなどし

て、合理的配慮についての理解啓発に努めました。 

 

＜令和６年度に向けて＞ 

 ■小学校特別支援学級の再編について 

日野市教育委員会では、児童人口減少等を背景にした学級の少人数化や、新たな教育的ニーズ

の高まりから、小学校における特別支援学級の再編を予定しています。令和６年度は、小学校

特別支援学級再編・開設準備委員会を立ち上げ、下記①②について令和７年４月の再編・開設

に向け、準備を進めてまいります。 

①知的障害特別支援学級 

日野第八小学校「たちばな学級」、七生緑小学校「あおぞら学級」を閉級し、七生緑小学校へ

新たな学級を開設。 

②自閉症・情緒障害特別支援学級 

日野第八小学校へ新たな学級を開設。 

 

■臨床心理士出張相談の検討 

 発達・教育支援センター「エール」では、心理相談人数の増加やエール以外の場所での心理相談

のニーズに対応するため、心理相談体制を拡充するとともに、子ども包括支援センター「みらいく」

等での出張心理相談を検討いたします。 

 

  発達・教育支援センター長 

    村田 幹生 
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